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厚生労働行政推進調査事業補助金 

政策科学総合研究事業（政策科学推進研究事業） 

NDB をはじめとする医療ビッグデータを利活用できる人材の裾野を広げるための研究 

 

ビッグデータ研究実践能力およびデータハンドリング技術養成プログラムの実践 

 

研究代表者 康永秀生 東京大学大学院医学系研究科臨床疫学・経済学 教授 

 

研究要旨： NDB・DPC 等の大規模データ解析に精通した研究者を育成することは急務
である。2024 年度（令和６年度）に実施した「NDB・DPC 等データベース研究人材育
成セミナー」の評価に基づき、2025 年度（令和７年度）には、特に SQL のハンズオ
ンセミナーによる教育プログラムの検討、およびデータマネジメントに関するセミナ
ーの改良プログラムを開発した。 

さらに、人材育成セミナーでの教育を活かして、多数の研究者によるデータベース研
究を推進し、2025 年は英文原著論文が 110 編出版された。 

日常臨床のクリニカル・クエスチョンをデータベース活用により解明する研究実践能
力を持つ研究者を多数育成し、データハンドリング技術と臨床研究実践能力の両方に
長けた人材も多数育成することにより、わが国の大規模データベース研究の進歩を加
速できる。 

 

Ａ．研究目的 

近年、保健医療介護のリアルワールドデ
ータを収集した大規模データベース研究
が拡大している。 

平成 23年度から「レセプト情報・特定健
診等情報データベース（令和５年から匿
名医療保険等関連情報データベースと呼
称）」（以下、NDB）の研究者への第三者
提供が始まり、令和元年度から NDB オン
サイトリサーチセンター（以下、ORC）
が一般開放された。令和２年度から第三
者提供が法制化され、民間事業者等への
提供も可能となった。令和３年度には提

供情報の範囲が拡大され、さらにNDBの
リプレース及び NDB データ等をクラウ
ド上で解析できる「医療・介護データ等解
析基盤」（以下、HIC）の開発が進められ
た。令和４年度から ORC のクラウド化、
HIC の試行的利用が開始された。このよ
うに、保健医療介護データベース研究の
素地は整いつつある。 

NDB 等のデータベースの利活用を推進
する上で、保健医療介護の実態を理解し、
なおかつデータ解析に精通した研究者を
育成することは喫緊の課題である。その
ために、臨床医学・疫学・統計学の知識に
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加えて、データベースに関連する知識や
技能の教育が必須である。 

データベース研究に精通した研究者は、
本研究班のこれまでの取り組みによって
徐々に増加している。また、医学系研究者
を中心に NDB 利用者は徐々に増加しつ
つある。しかし、民間事業者などの NDB
利用はいまだ極めて限定的である。NDB
利用者の裾野を広げるための人材育成が
引き続き求められている。 

先行研究にて開発された人材育成プログ
ラムを2023年度（令和5年度）に改良し、
「NDB・DPC等データベース研究人材育
成Webinar（初級・中級者向け）」を新規
に開発した。医学研究者のみならず民間事
業者などを対象とするプログラムも追加
した。これらを用いて、2024度（令和６年
度）にはセミナーをWebで実施し、参加者
によるプログラム評価も実施した。 
2025年度（令和７年度）には、2024年度
（令和６年度）の評価結果を参考に、特に
SQLのハンズオンセミナーによる教育プ
ログラムの検討、およびデータマネジメン
トに関するセミナーの改良プログラムを
開発した。 
さらに、人材育成セミナーでの教育を活か
して、多数の研究者によるデータベース研
究を推進し、これまで通り論文実績を積み
重ねた。 
 

Ｂ．研究方法 

■研究計画を遂行するための研究体制 

康永は東京大学の ORC、中山は京都大学
の ORC の運営を担当している。康永は
NDB・DPC 等、中山は NDB データ等、
田宮は介護データ等、山名は自治体レセ
プトデータ等の研究実績が豊富である。
研究代表者・分担者全員が疫学・統計調査
の専門家である。研究代表者・分担者等の
役割について、人材育成プログラムの開
発・実践には、研究代表者を中心として全
ての研究者がコミットする。人材育成プ
ログラムの成果を生かした大規模データ
研究は、各研究者の所属する大学におい
てそれぞれ実践する。 
疫学・統計学・医療情報学等の社会医学系
研究者のみならず、臨床医学、健康科学・
看護学などの研究者も加えて、総勢約 250
名が研究協力者として参画した。研究班
メンバーが若手研究者を直接指導し、そ
こで日夜培われ開発される個別技術（デ
ータハンドリング技術、観察研究におけ
る統計解析技術など）を体系化・一般化し、
既存の知識と合わせた、種々のビッグデ
ータに応用可能な教育プログラムを開発
し、それらを常に最新の内容にアップデ
ートしてきた。 
研究代表者はこれまで多くの臨床家との
共同研究を行っており、ビッグデータか
らエビデンスを産み出す恒常的なサイク
ルを回し、英文原著論文を量産する体制
を築いてきた。 
 
１．人材育成プログラム 
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先行研究において開発した人材育成プロ
グラムをベースに、新たに開発した
「NDB・DPC等データベース研究人材育
成セミナー」を 2024 年度（令和６年度）
に実施した。これには、ビッグデータ研究
実践能力養成プログラムおよびビッグデ
ータハンドリング技術養成プログラムが
含まれる。 
ウェビナーの録画は、厚生労働省のホー
ムページにて 2025年度（令和７年度）に
公開し、オンデマンド配信した。 
2024年度（令和６年度）に実施した講義
のテーマは以下の通り。 
①NDB・DPC等公的データベースの動向 
②NDB のデータ申請とオンサイトセン
ターの利用 
③NDB研究のデザインと実践 
④DPCデータ研究のデザインと実践 
⑤DeSC データ研究のデザインと実践 
⑥JMDC データ研究のデザインと実践 
⑦疫学・統計の応用(1)傾向スコア分析の
応用 
⑧疫学・統計の応用(2)操作変数法,差の差
分析,回帰分断デザイン 
⑨疫学・統計の応用(3)多重代入法 
⑩疫学・統計の応用(4)薬剤疫学研究のデ
ザイン 
⑪民間企業によるリアルワールドデータ
利活用 
⑫自治体によるリアルワールドデータ利
活用 
⑬疫学・統計の応用(5)自己対照研究デザ

イン 
⑭疫学・統計の応用(6)時間依存性交絡 
⑮疫学・統計の応用(7)機械学習・深層学
習 
⑰SQL の活用：基礎編 
⑱SQL の活用：中級編 
⑲SQL の活用：上級編 
2024年度に併せて実施したプログラム評
価において、①－⑮のコンテンツについ
ては概ね高評価を得られたものの、SQL
に関しては講義のみでは理解が十分に達
成できないとの意見が散見された。また、
データマネジメントに関する講義が不足
していた。これらを受けて、2025年度に
おいては、SQL のコンテンツ改良、およ
びデータマネジメントに関するセミナー
の改良プログラム開発に取り組んだ。 
(1)SQLのコンテンツ改良 

NDB は膨大で複雑な構造をもつデータ
から成り立っており、臨床疫学研究に活
用するには、リレーショナルデータベー
スを自在に扱うための言語であるSQLの
理解が欠かせない。しかし、多くの SQL
解説書は技術者向けであり、医療データ
特有の構造や研究設計に寄り添ったもの
はほとんどない。そこで、本研究班の研究
協力者である岡田啓および大野幸子が中
心となり、NDB をはじめとするデータベ
ースの研究利用に特化したSQLの技術を
整理し、その内容を一冊の教本にまとめ
て上梓した（超入門! リアルワールドデー
タ×SQL×臨床研究分析: サンプルデー
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タとスクリプトでらくらくマスター. 康
永秀生 (監修), 大野幸子 (著), 岡田啓 
(著). 金芳堂. 2026/4/3刊行）。 

 

(2)データマネジメントに関するセミナ
ー 
臨床疫学研究に関連する情報管理の実際
を学ぶとともに、大規模データベースか
ら目的にあった標準データセットを抽出
するプロセスを理解し、それを新たに設
計することを習得するセミナーを開発し
た。 
 

２．大規模データベース研究の実践 

先行研究における人材育成プログラム受
講者をはじめ、多施設から多くの研究者
と共同研究体制を構築し、NDB,DPC 等
のデータベースを用いた臨床研究、疫学
研究、医療経済・政策研究、ヘルスサービ
スリサーチを継続的に実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

１．人材育成プログラム 
2023年度に開発した研究実践能力養成プ
ログラムを、2024 年度に日本臨床疫学会
の協力のもとで実践し、評価を行った。具
体的には、2024 年 9 月 25 日（水）－9月
27 日（金）にオンラインによる参加型講
義（３日間、50分×18コマ）を行い、受
講後の理解度および満足度調査を行った。
参加者は 843 名であり、アカデミアが
46%、企業に所属する者が 32%、その他

が 22%であった。全体の満足度は 89.7%
であった。 
2025 年度においては、SQL のコンテンツ改

良、およびデータマネジメントに関するセ

ミナーの改良プログラム開発を行った。 

(1)SQL のコンテンツ改良 
SQL のコンテンツにおいては、リアルワ
ールドデータの基本概念からデータベー
スの仕組み、SQL Server の導入、主要構
文の理解、さらに横断研究・コホート研
究・薬剤疫学研究ごとの具体的なクエリ
作成まで段階に応じて、前掲の教本に沿
って実践できるプログラムを開発中であ
る。その主要なコンテンツは下記の通り
である。 

 

NDB/DPC 等人材育成セミナー 

SQL セミナー（初級・中級編） 2026 年度

版・概要 

１．レセプトデータ 

1.1 レセプトデータの構造 

1.2 収集元別レセプトデータの概要 

1.3 レセプトデータの妥当性 

1.4 レセプトデータの欠測 

2. SQLの概略 

2.1 リアルワールドデータ研究における

SQL の立ち位置 

2.2 データとデータベース 

2.3 データベースの構造としてのリレー

ショナルデータベース 

2.4 リレーショナルデータベース管理シ

ステムとクライアントツール 
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2.5 SQL SERVERとそのクライアントツ

ールのインストール 

2.6 SQL SERVERを用いたデータの取り

込み 

3．SQLの基本構文 

3.1 基本的な SQLの知識  

3.2  SQLの基本コマンド 

3.3 テーブル作成演習 

4．横断研究のための SQL 構文 

4.1 リサーチクエスチョンからのクエリ

作成計画の策定 

4.2 実際のクエリ作成 

5 コホート研究のための SQL 構文 

5.1 リサーチクエスチョンからのクエリ

作成計画の策定 

5.2 実際のクエリ作成 

6 薬剤疫学研究のための SQL 構文 

6.1 リサーチクエスチョンからのクエリ

作成計画の策定 

6.2 実際のクエリ作成 

なお、SQL（上級編）は 2024年度版をベ
ースに、Web で完結できる演習を追加し
た改良版を（資料 1）を作成し、2026 年
度にコンテンツを完成させる見込みであ
る。 
 
(2)データマネジメントに関するセミナ
ー 
コンテンツには以下を含めた。（資料 2） 
(i)臨床疫学研究に関連する情報管理 
情報管理に必要な CIA、すなわち
Confidentiality (守秘性、機密性）、

Integrity (完全性)、Availability (可用性)
の概念を理解し、研究のアウトプットの
長期的最大化を目指して可用性を損なわ
ないように守秘性と完全性を高める情報
管理の方法を学ぶ。 
(ii)標準データセットの抽出プロセス 
システム構築、ユーザー認証、データのバ
ックアップ、などについて学ぶ。 
実際の事例に基づいて、データベースか
らのデータ抽出のプロセスを学ぶ。 
(iii)データセット抽出プロセスの設計 
データの個人レベルでの時系列化、デー
タハンドリングプロセスの標準化、クエ
リ設計、解析単位の整理、デザインダイア
グラム、マスター整備、等について学ぶ。 
 

２．大規模データベース研究の実践 

過去の受講生のうち希望者に対して実際
の研究計画やデータ分析の支援を行い、
論文執筆等につなげた。 
研究代表者と各分担者はそれぞれの施設
において多数の研究協力者を率い、人材
育成プログラムのノウハウを生かして、
NDB データ、介護データ、DPC データ
等を用いた研究を継続的に実施し、2024
年の 121 編、2024 年の 113 編につづい
て、2025年に 110 編の研究論文を出版し
た。その一覧は下記の「G.研究発表」に示
す。 
本報告ではこのうち NDB を用いた最近
の代表的な研究[論文番号 39]の内容を記
述する。ガバペンチノイドと慢性閉塞性肺
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疾患の増悪リスク：NDBを用いた研究 

【背景】 
慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者に対する
ガバペンチノイド系薬剤の効果に関する
データは乏しいが、米国食品医薬品局
（FDA）は、特に呼吸器系の危険因子を有
する患者に対して、これらの薬剤に関す
る安全性の警告を発している。 
【目的】 
ガバペンチノイド系薬剤の使用が、全身
性コルチコステロイドを必要とする
COPD の増悪の増加と関連しているかど
うかを調査すること。 
【方法】 
NDB を用いて、active-comparator new-
user design による後ろ向きコホート研究
を実施した。2015 年から 2022 年の間に
ガバペンチノイド系薬剤の投与を開始し
た、COPD および神経因性疼痛または慢
性疼痛を有する患者を特定した。2 つの
active-comparator new-user cohort を作
成した。1 つは三環系抗うつ薬群、もう 1
つはセロトニン・ノルアドレナリン再取
り込み阻害薬群である。患者の背景要因
については、傾向スコア・オーバーラップ
重み付けを用いてバランシングを行った。
主要評価項目は、全身性コルチコステロ
イドを必要とするCOPD増悪の初回発症
とした。ガバペンチノイドに関連するハ
ザード比（HR）は、重み付けコックス比
例ハザードモデルを用いて評価した。 
【結果】 

三環系抗うつ薬コホート（37,098 例）に
おいて、ガバペンチノイドは主要評価項
目の発生率上昇と関連していた（100人年
あたり 67.8 対 46.7；HR、1.21［95%信頼
区間、1.03-1.42］）。セロトニン・ノルアド
レナリン再取り込み阻害薬コホート
（48,480 名）においても、ガバペンチノ
イドは主要アウトカムの発生率上昇と関
連していた（100人年あたり 68.8対 51.4；
HR、1.18 [95%信頼区間、1.10-1.28]）。 
【結論】 
ガバペンチノイド系薬剤は、神経障害性
疼痛や慢性疼痛の治療において、同じ治
療段階にある他の中枢神経系に作用する
薬剤と比較して、COPD の増悪リスクを
高める可能性がある。したがって、その使
用は、明らかに有益な症例に限定すべき
である。 
 

Ｄ．考察 
2023年度に開発した研究実践能力養成プ
ログラムを、2024 年度に日本臨床疫学会
の協力のもとで実践し、評価を行った。受
講生によるアンケート評価結果に基づき、
2025年度においては、SQL のコンテンツ
改良、およびデータマネジメントに関す
るセミナーの改良プログラム開発に取り
組んだ。 
本研究班の研究協力者2名が中心となり、
SQL の教本を作成し、それにも続いて基
礎編と中級編の教育プログラムのコンテ
ンツを作成中であり、2026 年度以降にリ
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リース予定である。 
データマネジメントに関するセミナーに
ついては、臨床疫学研究に関連する情報
管理の実際、大規模データベースから目
的にあった標準データセットを抽出する
プロセスの設計について学ぶプログラム
を新たに開発した。 
これらのコンテンツは、本研究の後継研
究において、他のプログラムとともにさ
らに改良を加え、新規の「NDB・DPC等
データベース研究人材育成セミナー」と
して開講する予定である。 

大規模データベース研究については、継続
的に実践できている。2019年の約50編、
2020年の約70編、2021年の約100編、2022
年の117編、2023年の124編、2024年の113
編、2025年は110編の原著論文を出版した。
2021年以降は毎年100編以上を継続でき
ており、本研究の人材育成プログラムの効
果を示するものである。 

本研究は、わが国の大規模データベース研
究において不足している「人材育成」を最
重視し、大規模データベース研究のための
種々の技術を一般化し体系的なプログラ
ムを構築した上で、それらを多数の研究者
等に利活用してもらえるように社会実装
を試みる点が、既存研究にない独創的な点
である。 
NDB・HIC ばかりでなく、あらゆる保
健・医療・介護ビッグデータに対応でき
る人材育成を図ることにより、ビッグデ
ータのデータハンドリング、データベー

スマネージメント等に関する総合的な技
術を持つ人材を多数育成し、データ利用
者・研究者の裾野を広げることができ
る。 

 

Ｅ．結論 
本研究は、厚生労働省が進める NDB・
HIC 高度利活用に直接反映される研究で
ある。 
NDB・HIC ばかりでなく、あらゆる保
健・医療・介護ビッグデータに対応でき
る人材育成を図ることにより、ビッグデ
ータのデータハンドリング、データベー
スマネージメント等に関する総合的な技
術を持つ人材を多数育成し、データ利用
者・研究者の裾野を広げることができ
る。それにより、今後整備される種々の
保健・医療・介護統合データベースの本
格稼働の際には、全省的な政策課題に関
する研究・知見の提供にも貢献できる。 
さらに、日常臨床のクリニカル・クエス
チョンをデータベース活用により解明す
る研究実践能力を持つ研究者を多数育成
し、データハンドリング技術と臨床研究
実践能力の両方に長けた人材も多数育成
することにより、わが国の大規模データ
ベース研究の進歩を加速できる。わが国
の大規模データベース研究の技術水準を
世界トップレベルに向上させ、わが国発
のエビデンスを量産できることも期待さ
れる。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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